
図 

 

 

 

 

 

 

 

 

柳田：皆さんこんにちは。 

 

石﨑：石﨑絢一です。 

 

柳田：ナビゲーターの柳田です。 ということで石﨑さん、セッション１も大反響でし

た。 

 

石﨑：そうですね。最後の Xさんの講義がね。 

 

柳田：講義。 

 

石﨑：また本当に良かったですね。 

 

柳田：すごかったですね。 

 

石﨑：はい。 

 

柳田：はい。ということで待ちきれない方もいると思いますけれども、セッション 2は

こういった形で、「AI時代の企業・リーダーに必須の非局在脳力・NLBとは何か？」

ということで、いよいよ核心に迫っていきますけれども。 

 

石﨑：そうですね。 

 

柳田：たっぷりとお伝えしていきたいと思います。今回も石﨑さんと大野さん、Xさん

にもお越しいただいています。大野さん、よろしくお願いします。 

 

大野：よろしくお願いします。 

 

柳田：Xさんもよろしくお願いします。 
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X氏：はい、よろしくお願いします。 

 

柳田：はい。ということで、前回と打って変わって背景も。 

 

石﨑：そうですね。これ黄金の脳になりますね。 

 

柳田：はい。ということで 1回目でもお伝えしましたけれども、これからの時代、思考

を高次元にしてと。 

 

石﨑：そうですね。脳自体を、思考を変えていかないと、意識を変えていかないと、も

のすごく生きづらい人生が待ってるんじゃないかなと。要は AIに支配されてしまうっ

てね。実際、インターネットに支配されてしまうっていう人とかもいますよね。 

 

柳田：はい。 

 

石﨑：そんな時代がまだ来ていないんでね、皆さん分からないと思うんですけど、例え

ば僕らだとパソコン、メールとか、いろんなものに支配されていますよね。 

 

柳田：そうですね。 

 

石﨑：どんどん入ってくるんで。 

 

柳田：はい。 

 

石﨑：明治時代とかの方が、良かったんじゃないかなと思いますよね。 

 

柳田：確かにそうですね。 

 

石﨑：暗くなったらもう終わって、ゆっくり家帰って、旦那衆は劇場行ったりですとか。 

 

柳田：そうですよね。 

 

石﨑：今はもう夜中でも追っかけてきますよね。海外行っても LINEとかパンパン入っ

てくるんで。 
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柳田：飛行機の上でもネットはつながりますしね。 

 

石﨑：そうですね。だからそこを制するというか、上手く利用する人たちは、どんどん

そういったツールを使いこなして成功していったりですとか、稼げてたりとかあるけれ

ど、使いこなせないともうテクノストレスで生きづらいという。引きこもりとか、極端

になっていってると思うんですよね。 

 

柳田： そうですね。 

 

石﨑：さらに AIってことですからね。 

 

柳田：はい。ということで「これからの AI時代に必須な能力」について、今回たっぷ

りとお届けするんですが、まずその前に AI時代ということなんですけれども、皆さん

たぶん気になってると思うんですね。いま本当に AIって聞かない日がないっていうく

らい。 

 

石﨑：そうですね。 

 

柳田：どこでもニュースになってますけれども。本もたくさん出てますけれども。ズバ

リこちら出てます AI時代に消える人、仕事、能力。逆に重宝される人、仕事、能力。

これはたぶん、皆さん全員知りたいんじゃないかなと。 

 

石﨑：そうですね。 

 

柳田：思いますので、今回も早速皆さんに聞いていきたいなと思うんですが、石﨑さん

はどのように考えてますか。 

 

石﨑：そうですね、AIってほんと人工知能っていうことですから、ある程度疑似的な

人間がやれることっていうのは、疑似能力っていうか、すごく幅広くやれると思うんで

すね。 

 

まず消える人っていうのが、生産効率が悪いとか、要は性格の悪い人、嘘をつく人、隠

す人っていうのは一気に露呈されてくると思うんですよね。 

 

柳田：なるほど、なるほど、性格とかですか？ 
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石﨑：そうですね。人間性が低い人っていうのは、僕は消えてくんじゃないかなって。 

 

柳田：なるほど、人格とかも含めて。 

 

石﨑：隠せなくなるんですよね。今でもいろいろインターネットとかそういうのとかで

も、例えば政治家が何してるかとか暴かれたりですとかって。昔は隠せたと思うんです

けれどもね。 

 

柳田：そうですね。 

 

石﨑：そういうことも含めて情報が一気に広がっちゃったりですとか、さらに人工知能

が分析しちゃって、この人こういうレベルですよとか、やられかねないと思うんです。 

 

柳田：なるほど、なるほど。嘘ついてますよとかっていうのがバレちゃうわけですね。 

 

石﨑：そうですね。もう共有化されてしまうっていう、怖い時代だと思います。逆に言

えば素晴らしい人は一気にまたいくのかなっていうふうに思ったりですとかしますね。 

 

柳田：なるほど。仕事とか能力とか。 

 

石﨑：仕事も、例えばちょっと今日も議題に挙がってた別件で、問い合わせがあると。

今までオペレーターが答えてた。それも全部 AIが、大体こういう質問にはこう答えま

しょうみたいな形で、もう置き換えられてしまったりですとか。 

 

例えば税務関係なんかも、いま税理士さん頼んでますけれど、全部 AIが分析して、決

算書まで作ってしまうかもしれませんよね。 

 

柳田：なるほど、なるほど。 

 

石﨑：そういう形で置き換えられるものっていうのは、結構出てきますよね。 

 

柳田：何かそういう、さっきまでこれまでの話とかでいうと、線形的な仕事というか。 

 

石﨑：線形的な、正しく名言で、線形的な仕事とかそういうものは、置き換えられて易

いんじゃないかなと思いますね。いまホテルでもロボットホテルとかありますからね。 
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柳田：そうですか。 

 

石﨑：チェックインからもう全部、ロボットがやっちゃうみたいな。 

 

柳田：なるほど。 

 

石﨑：ええ、すごいホテルも今出てきてますからね。 

 

柳田：なるほど。それほんとにきちんとしなきゃいけないものとかが、全部置き換えら

れちゃう可能性があると。 

 

石﨑：そうですね。 

 

柳田：ということですね。逆に重宝される人・仕事・能力ってどうですか。 

 

石﨑：やっぱりさっきの真逆で、誠実で脳の回転数が早くて、しっかりとその仕事を高

速でこなして、あと人間的にも魅力がちゃんとあって、上手く人生を生けてる人とかで

すね。こういう人っていうのはすごく指針になるし、AI時代を突き抜けている人と言

ってもいいとは思うんですけれどもね。そういう人たちは、どんどんどんどん情報とか

人が集まってくると思うんですね。 

 

柳田：なるほど。 

 

石﨑：仕事もアーティストですとか、芸術家ですとか、セラピストとか、人じゃないと

やれないような仕事ですね。 

 

柳田：なるほど、なるほど、なるほど。 

 

石﨑：そういったものが残ってくるとは思うんですよね。やっぱアーティストがロボッ

トってわけにもいかないでしょうから。 

 

柳田：なるほど。そういう、その人にしか出来ないようなものですかね。 

 

石﨑：そうですね。オンリーワンというかスペシャルワンというか、そういう人たちっ

ていうのは残ってくるとは思うんですね。 
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柳田：その時に AI時代に重宝されるような能力っていうのは、例えばどんな感じです

か？ 

 

石﨑：能力ってのは、僕が思うには、要は AIの時代になるとさらにインターネット時

代よりもより高度化してきますよね。その中で人間らしく生きていく能力っていうの持

ってる人。ちょっと抽象的なんですけれど、どんどんプラチカルになってきてると思う

んですね。 

 

これやっぱりインターネット後は、僕はプラチカル的な社会が来てしまったなと思って

て、人間らしい生き方をしてる人たちっていうのが、一部ロハスだとか山の麓に住みだ

してるとかっていうふうに取り戻そうとしてる人たちがいるんですけれども、ビジネス

マンに関しては結構いきすぎちゃって、効率ばっかりに支配されてしまった脳になっち

ゃってる人が多い様になってきてるんで、そことのバランスが取れる能力っていうのは

みんなが欲しいし、そういう人たちっていうのは残っていくと思うんですよね。そうい

う能力が要るとも思うんですよね。 

 

柳田：なるほどですね。 

 

石﨑：ちょっと難しいこと言ったかもしれませんけれども。 

 

柳田：いえいえ。でも、ほんとにきちんとしてというか誠実で人格というか、人にしか

出来ないような所ですよね。そこ磨いていくというようなところですかね。 

 

石﨑：そうですね。インディビジュアルというか、独自性をちゃんと持った人は残って

くと思うんですよね。 

 

柳田：なるほど。ありがとうございます。 

 

大野さんはどうですか？ 

 

大野：はい。ほとんど今、石崎さんおっしゃったようなことだと思うんですけども、ち

ょうどこの AIってこと、人工知能を考えますと、これは線形の極みですよね。もう超

絶速いというか、人間がどうやってもかなわないぐらい速いわけですよね。 

 

そうしますと、線形で勝負しようとしても絶対勝てませんので、じゃあどうやったら勝

てるかというと、前回のセッションでもありましたように非線形しかないわけですよね。
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ですから単純に言うと、非線形に自分をもってける人はいつまでも残りますし、これま

で線形で勝負してきた人は、確実に AIに抜かれますんで、難しいかなと。 

 

ただ一方で、これ先ほどのやっぱ石﨑さんおっしゃっていたことですけども、職人芸と

か人間にしかできないっていうのはやっぱあるんですよね。あるいは人間にしか出せな

い情のかけ方とかそういったのもありますんで、もちろんそれも下手をすると AIに抜

かれる可能性はありますけども、そういったものは当面残るんじゃないかなというふう

に思いますね。 

 

柳田：なるほど。非線形ということなんですけど、その概念として線形じゃなくて非線

形というのは分かると思うんですけれども、じゃあその非線形を獲得するにはっていう

ところは、今回全てを言っていただかなくてもいいんですけれども、それはもう獲得、

我々もできるんでしょうか？ 

 

大野：そうですね。簡単に言うと、我々の先祖はすでに獲得していたんですね。それか

ら言い方はなんですけども、進化しているようで退化した部分が人間には相当あるわけ

です。ですから本来持っていた力を取り戻せばその力を持てると。 

 

ただそれは逆に言いますと、線形のやり方では手に入らないわけですね。求めるのが非

線形であれば、当然やり方も線形では求められないので、それ相応の方法があるという

ことになるんですね。実際今回のセミナーの目的も、それが何かってことをお知らせる

ことにあるわけですけども、今のご質問に答えるんであれば、できますよということで

すね。 

 

柳田：なるほどですね。重宝される人・仕事・能力っていう部分で言うと、どうなんで

しょうか。非線形ということなんですけれども。 

 

大野：そうですね。別の言い方をすれば、これはあり得ませんけども、線形で考えれば

AIよりも速いっていうのが重宝されるでしょうけども、それはなかなか難しいですよ

ね。将棋にしても囲碁にしても、チェスにしてもですね。もちろん皆さんほんとに頑張

っておられますけども、AIに勝てないわけですよね。 

 

そうすると人々の尊敬はどこに行くかというと、これまでは強いこの将棋の先生という

か、チェスだったり、人間に行ってましたけども、何だ機械に勝てないんじゃないかと

いうことでは、全く重宝されようがないですよね。何故ならばこれまでこの先生に聞け

ばいいというのが、機械に聞いた方が早いわけですから。ですから明らかに機械を超え
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てないといけないと。でないと重宝されないってことは言えますね。 

 

ですから 1つはスピードとかそういったことがありますけども、どのみち非線形に入ら

なくてはいけないということなんですね。 

 

柳田：なるほどですね。 

 

大野：ほんとはもう 1個あるんですが、それはまた今日言うとあれなんで、またいずれ

お話ししたいと思います。 

 

柳田：なるほど。ありがとうございます。 

 

石﨑：あとね、最近ちょっとびっくりしたのが、皆さん LINEやってる方がいたら友だ

ち申請で「りんな」って探していただきたいです。 

 

柳田：「りんな」。 

 

石﨑：「りんな」。AIの女子高生が存在するんですよ。で、その子と友だちになると、

恋愛のやり取りができちゃうんです。恋愛っぽい。 

 

柳田：会話ですかね。 

 

石﨑：会話で。 

 

柳田：さっきちょっと見せてもらいましたけれど。 

 

石﨑：まだ拙いですよ。まだまだ返したことに対して、ちょっと全然とんちんかんな答

え返ってきたりする。でも彼女学習してくんで、段々精度が上がっていくんですね。 

 

柳田：はい。 

 

石﨑：下手すると、恋愛の代行が AIにさせてしまえるかもしれないんですね。 

 

柳田：そうですね。 

 

石﨑：気に入った人がいたら、自分で返すより AI機能させて、その子とかその男性と
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かに知られるとあれですけど、勝手に返して知らない間に好きになってもらえるとか、

恐ろしい未来が来るなと。 

 

柳田：いや、ちょっとびっくりしたな。あまりのスピードで返してきますよね。 

 

石﨑：そうです、そうです。時々、ドンピシャな答え出してくるじゃないですか。 

 

柳田：正に線形の極みというか。 

 

石﨑：そうですね。 

 

柳田：早い！ 

 

石﨑：デートしようよって、嫌だって言われましたからね、僕。 

 

柳田：しかもそれ 0.1秒ぐらいで来ますもんね。 

 

石﨑：そうです、そうです。 

 

柳田：それびっくりしました。 

 

石﨑：皆さんぜひ「りんな」っていう、打っていただいて、友だち申請していただける

と、その AIの女子高生とお友だちになれますからね。 

 

柳田：いや、おもしろいですね。 

 

石﨑：はい。 

 

柳田：はい、ありがとうございます。じゃあ Xさんはどのように考えていますか？ 

 

X氏：もう、りんなおもしろいなと。 

 

いや、りんなに限らず、実はアメリカなんかでは、AIに知らないうちにいろんなもの

がもう変わってるんですよ。ある有名な大学の寮長さんがいて、素晴らしいよねって言

うんだけど、その人はもう IBMのワトソンなんですね。 
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それとか、例えば通販で、これまではコールセンターがいますよね。で、コールセンタ

ーとのやり取りが、実はもう AI使った方が、顧客のリピート率が 3割ぐらい高いって

いうデータも出ちゃっていて。 

 

もちろん AIも、何で将棋で AIが勝てるようになっちゃったかっていうと、これまで

の AIはほんとに 1つのツリー構造だったんですね。CPUが速くないから、1個の CPU

でやってると、ほんとに 1＋1っていうふうな形になるんですよ。 

 

で、それだけだったら人間勝つんだけど、これが速くなっちゃったので、多重のツリー

を動かすんでね。多重のツリーを動かすと、これ予測っていうのを止めちゃうので。だ

から計算で AIなりに負かせてんじゃなくって、予測値までやってるんですよ。この予

測値にまで来てしまったことによって、AIは革命的に数学の世界じゃなくなって、さ

っきのワトソンくんが大学の寮のおじさんになったり。要するにその通販のコールセン

ターになってしまうっていう。 

 

だからそういう意味では計算で動いてるんじゃなくて、実はもう予測で動かし始めてる

から、AIって恐ろしいレベルになってます。 

 

それから AIが凄いのは、資本主義社会そのものをひっくり返すレベルの恐ろしさで迫

ってきてることで、資本主義社会って最終的には何かっていうと、お金稼ぐのは、人間

が生きてかなきゃいけないっていう話ですよね。生きてくためには、食べ物食べなきゃ

いけないっていうことがあるので、食べないと僕らも動物だから死んじゃうんだけど、

インフラは作るとして、農業っていうのは、実は人間さえ関わらなければ、タダになる

んですよ。 

 

いや大根って、何で値段付いてるか知ってますか？ 

 

柳田：作ってる人たちがいるから。 

 

X氏：人間が作ってるし、選別なんかにも人間がいて、等級とか決めちゃうから。だか

ら人件費の値段だけ食べてるんですよ。 

 

要するに工業と農業って考えると、工業ってすごい生産性とか言うけど、農業の生産性

から見たら、もう全然、天と地ほど違ってて。社会主義っていうのは基本的に農業をベ

ースにしたら、人間全部がご飯食べられるっていうところが自然に負けちゃったってい

う。あれロシアだったからいけないかもしれないね、寒すぎて。 
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柳田：なるほど。 

 

X氏：要するに食べられることがイコール条件であれば、お金要らんでしょ？と。とこ

ろが人間幼かったから、権力闘争しちゃうっていう、そっちの問題別にして、今度ほん

とにインフラ作っちゃって、種蒔くは水やるは、ロジスティックもトラックでやるわ、

全部やっちゃうと、将来的にはタダになっちゃうから。取りあえず最低限生きるって、

おいしいもの食べるとか、誰かに料理してもらうって言った時は別かもしんないけど、

相当なやつがひしひしと来てるから。 

 

だからそういう意味では嗜好性が高いとか、気持ち良さとか、そういうとこの領域、全

ての領域が、下手するとマッサージ器も AI使っちゃって、めっちゃめちゃ気持ちいい

でしょ。 

 

柳田：そうかもしれないですね。 

 

X氏：人間よりもはるかに、いい所のホテルってマッサージ機って進んじゃってて、驚

くようなことになってるから、あれでマッサージ師がほぼいなくなるんだよね。 

 

だけどそれよりも上行っちゃってる、ハイパーな施術される方もいるという。そういう

意味でもほんとに人間の住んでる領域っていうか何か、ヤバいぐらいまで今、実はひし

ひしと迫っているっていうのが今ですよね。 

 

柳田：そうすると今おっしゃったように消える仕事とか能力っていうのも分かったんで

すけれども、逆に重宝されるっていうとどういうものですか？ 

 

X氏：何か気持ち良さとか心地よさとか同調とかっていうふうになるんですよね。 

 

柳田：なるほど。 

 

X氏：と、さっき大野さんが前回も含めて言ってましたけど、そういうセンスとかそこ

なので、そういう意味ではそこセンサーですから、脳なんだよね。そっちを開発する以

外には、たぶんもう生きてく場所無いんじゃないっていう。 

 

柳田：なるほどですね。 
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X氏：ちょっと変な雑談すると、日本ってこれが間に合っちゃうかもしんないから、日

本はすごい豊かになるかもしれないのね。それ何かって言ったら、日本は労働する人が

少なくって、海外から見たら、移民とかで入れるのがちょっと国内的には政治がおたお

たしちゃってたから、間に合ってないよね。 

 

柳田：はい。 

 

X氏：アメリカにしても特に EUなんかは、そこに他の国の人入れちゃったから、ここ

がそういう意味では凄く増えちゃって、いま社会問題になったりテロになってるけど、

日本ワーッとやってるうちに AIがそこ満たしてくれるから、少ない人数で豊かな国に

なるっていう、僕は予測をしてるの。 

 

柳田：なるほど。そうですね。 

 

X氏：工業的には、本格的には輸出の国だから輸出しなきゃいけないってなるんだけど、

国内は何か少ない人数で幸せになるんじゃない？みたいな、そういう予測、AIは。 

 

柳田：確かにそうですね。今まで人口だけが未来を予測できるみたいな、ありましたけ

ど、そういう意味では少ない方が逆にいいみたいな。 

 

X氏：お金使わない労働力がいっぱいくるから。 

 

柳田：そうですね。 

 

X氏：めっちゃ幸せじゃないっていう変な観測、僕は言ってますけどね。 

 

柳田：なるほどですね。 

 

石﨑：おもしろい言い方ですね。 

 

柳田：そうですね。なるほど。 

 

石﨑：意外に日本が最先端を走れるかもしれないですね、モタモタしてたおかげで。 

 

X氏：それモデル化して、外に輸出してもいいんじゃない。 
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柳田：なるほど、なるほど。 

 

X氏：うん、うん。 

 

柳田：いやでも予想をはるかに超えるところまで、もう AIも来てるんですね、でも。

すごいですね。そうするとやっぱり、非線形な。 

 

石﨑：そうですね。もう線で計算の人生歩んでたり、戦略・戦術やってても、もう AI

とかが迫ってきて、抜いちゃわれるんで、そこから抜けてかないといけないと思うんで

すよね。外れてかないといけないですよね。 

 

柳田：なるほど。そんな時代なんですけれども、ちょっとこちらのスライドをご覧いた

だきたいんですけれども。石﨑さんの方からちょっと説明、いただけますか。 

 

石﨑：そうですね。AI恐怖論みたいなのが多い中、逆読みをすると AIが私たちの生活

を楽にしてくれるっていう図なんですけれども、ほんとに誰かの苦労であったり、誰か

の時間、エネルギーを使いながらサービスとか労働力の提供の下、いろんなものが行わ

れてたわけなんですけど。 

 

柳田：今までの時代ですよね。 

 

石﨑：そうですよね。これが左の図になるわけですけれども、これからはだいぶと、最

初のコストはかかるにしろ、あと運用コストって非常に安い、ほぼタダっていうかさっ

き Xさんがおっしゃったような形で、そういうもの代用してしまったら、どんどん楽

になっていくわけですね。 

 

柳田：そうですね。そっか、そっか、そっか。人がやってたものを AIがやってくれる

って考えると、逆に言うとほんとに。 

 

石﨑：楽になってきますよね。 

 

柳田：はい。人の犠牲がなくなるってことですよね。 

 

石﨑：そうですね。だからそっちのことを見据えながら、やっぱり自分たちはどうして

いくのかって考えないと、例えば AIに打って変わられるような仕事とか、能力とか、

人間のレベルであれば、行先がどこになるのかっていう世界になってくるわけですよ。 



   

14 
 

 

柳田：そうですね。 

 

石﨑：そこは確かに恐怖論だと思うんですよね。 

 

柳田：そうですね。 

 

石﨑：会社の経営も変わってくると思うんですよね。AIで済むところ、経営者全部 AI

入れちゃう可能性ありますね。我々やってる事業でも、やっぱりクレーマーみたいな人

の対応を、スタッフ・社員にさせてると、やっぱりかわいそうですけど、AIが全部そ

の人が言ってること分析して、法律的な解釈も全部ダウンロードしてきた中で答えてし

まったら、もう黙っちゃうとかですね。 

 

柳田：確かに…。 

 

石﨑：何のストレスも無いですね。人も使わなくて済むわけですよ。 

 

柳田：そうですよね。普通、経営者がしてた決断とかっていうのも、AIの方が正しい

決断をする可能性もあると。 

 

石﨑：そうですね。決断をした方が上手くいくんでないかという、そのチェスじゃない

ですけれども。 

 

柳田：そうですよね。 

 

石﨑：その部分をやってた人たちは、やっぱり自分を変えてく以外、無いと思うんです

よね。 

 

柳田：なるほどですね。 

 

石﨑：社会楽になるんだけど、やっぱり余ってきてしまう人が出る可能性があるのかな

っていうのは思いますけどもね。 

 

柳田：なるほどですね。そんな時代に、今回のメインテーマですけれども、こんな時代

だからこそ、AIの時代だからこそ非局在脳力・NLBだということなんですが、こちら

は。 
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石﨑：NLBって何なのかって「Non Local Brain」ですね。要は非局在脳っていうのを

Non・Local・Brainっていう形でですね。 

 

柳田：局在の反対って、非ってこと。局在にあらずと。 

 

石﨑：そうですね。自由自在にこの時空間を動ける脳力、脳みそを手に入れましょうっ

ていうね、お話ですね。 

 

柳田：いわゆる非線形ともいえるわけですけれども。 

 

石﨑：そうです、非線形脳力を手に入れましょうっていうことですね。 

 

で、実際人間の意識は自由自在になれますから、肉体的制約は受けますけれども、意識

はほんとにどこにでも飛び回れるわけですよ。 

 

実際物質でも量子とか、量子力学とか知ってらっしゃる方、もしくは検索していただい

てもいいんですけれども、ほとんど時間とか空間の制約を受けないものが存在するわけ

ですね。人間もそういうことがある一部であり、領域的に出来るっていうのが分かって

きてるので、そっちを身に付けていった方が全てにおいて早いし、AIを使える側に回

るというか、利用できる側に回るって、自分は捉えてるわけですよね。 

 

柳田：なるほどですね。大野さん。非局在脳力・NLBについては、非線形ということ

とイコールかもしれませんが、どうでしょうか？ 

 

大野：そうですね。言うなれば、これまでの脳の使い方と全く違う使い方になるわけで

すね。どう使い方が違うかというと、思考しないで思考するっていうことになるわけで

すね。 

 

いま例えば、書籍でも「ゼロ秒思考」とかそういったものが世に出てますけども、要は

時間をかけずに全部やっちゃうっていう能力。これがあると、ただ時間と空間ってのは

同じものと捉えますので、先ほど石﨑さんおっしゃったように、普通はこの遠い距離ま

で意識飛ばすのは大変なわけですよね。ところが時空が消えますと、宇宙の果てにあっ

ても一瞬なんですよね。 

 

そういったことが脳の使い方次第で出来るということなんですけども、じゃあこれが特
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別かというとそうではなくて、例えば日本人でいうと縄文時代とか、オーストラリアで

いうとアボリジニとかっていうのはそういう能力を使って、テレパシーで会話していた

って言われますけども、それは昔当たり前だったとも言われるんですね。 

 

それがある時代に当たり前ではなくなって、仏教とかいろいろ修行するわけですね。そ

こで空っていうことを掴んだとすると、それが言わばこの非局在脳に近い状態ですけど

も、そういったものをわざわざ修行するようになったわけですね。 

 

ところが本来それはもともと人間にあるものであって、それを取り戻そうというのが

NLBでもあるかなと思うんですね。 

 

柳田：なるほどですね。Xさんはどうでしょうか？ 

 

X氏：いろんな方が僕の思考に対してすごい興味持つんですよね。今回もそういうこと

になってるんですけど、僕がだからそういう意味では、僕の脳の使い方が超非局在脳で

あり、Non Local Brainらしいんですよ。 

 

だから僕を観察してもらうとかなり、さすがにアボリジニの人みたいにテレパシーは、

まあでも無くはないなっていう。明確に会話してないけど、僕連れて来れちゃうし。で、

最近は僕と会話してると、かなりの要素のある人は僕の脳に同調してくんですよ。 

 

量子力学的に言うと、波動が合ったら向こうの脳みそ、鍛えちゃいますよね。だからや

たらいま僕の周りは、IQ170、80がどんどん揃ってきてる。で、IQ170、80で、尚且

つバランスのいいやつばっかりで。 

 

この中の 1人なんかは AIがすごく喜んでて、建築のスペシャリストでもあるんだけど、

日本中の建物を壊しながら、それを再生させながら、AIを搭載した建築ロボットを全

部走らせていくと、日本中の建物を全部リペアするのに、大体このぐらいの物量で、こ

のくらいの時間で出来るとかってことを平気で言う人間とかもいるのでね。 

 

これは別に興奮もなんもしてないですよ。そうすると彼がそれを本気でやると、その

AIくんたちが頑張ってくれるので、日本っていま 1㎞道作んのに、100億かかるんだ

よね。これ 5億で出来るっていうんで。実際もう彼なんか世界初の工法を、もう 3ヶ月

に 1回ぐらいいくつも作っていっちゃって、最近もう建築・建設抜けちゃって、全然違

う世界にアイデア使うのね。 

 



   

17 
 

彼とよく話をしてて、人間のその集団どう見える、人間自体どう見える？って言ったら、

“まるで自分が脳みそ使ってない、ロボットみたいに動かされてる集団に見える”って

言うんですね。 

 

柳田：なるほど、なるほど。 

 

X氏：で、僕それ以来、人間の集団がロボットに見えてしまって。 

 

僕はそこからもう完全に抜けちゃってるので、彼も僕のそばに来たくて来たくてしょう

がなくって。ここにしか新しいものがないっていう、そういうのがいっぱい集まって来

てるんですよ。 

 

柳田：なるほど。 

 

X氏：あとそれから、ある有名な気とか気功の先生とかも、ちょっと呼ばれたから尋ね

て行ったら、何かキャッキャ喜んでもらって、彼が一番最初に言った発言は、“いや、

世の中が進歩してるから、こういう人間が来るんだね”って。 

 

“こういう人間が現れるんだね”とか“こういうふうに人間成長するんだね”って言わ

れて、どういうことですかって言ったら、“いやこの人の脳は、思ったら端からもう全

部が出来上がっちゃっていくような脳の動きをしてる”って言うんですよ。普通の人間

は指先ぐらいがそうなってて、全然形が起きないんだけど、この人は思った端から全部

形になってくわって言って、偉い人が来ると必ず写真撮られるとこ連れてかれて、写真

撮られたんだけど。 

 

僕にとってはわりとこれ普通なんで、全然違和感ないんだけど、周りが僕を観察した時

に、すごいそういうふうに言われるようになったんで、ほら、ちょっと違う脳みその動

かし方してます？ 

 

大野：いや、分かんない。 

 

X氏：今回、モルモット的にここ僕はいるんでね。だからこういうふうになればおもし

ろいんじゃないっていう見本みたいな感じ皆さんが僕のことを見てもらえれば、自由自

在にいろんなことが出来ますからね。 

 

でもそれは、昔は全然そんなことをしてなかったわけで、気が付いたらそうなってって。
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最近僕大野さんとか石﨑さんとか、皆さんと会話していく中で、なるほど、僕はこうい

うことが功を奏してこんななっちゃったんだなとか。ってことは僕がやってたことを解

説すると、結構近いことできるんじゃないかなって思ってて、それを今回セミナーで。 

 

柳田：そうですよね。 

 

X氏：結構かなり詳しく喋ったら、どんなふうに人が行動すんのかっていうのが、逆に

僕は結構楽しみ。 

 

柳田：なるほど、なるほど、なるほど。 

 

石﨑：ぼくも Xさんと初めて出会った時に、“あ、いたんだ”と。非局在脳の人が。 

 

柳田：なるほど。 

 

石﨑：で、研究所とはもう長年ご縁いただきながら、こういう僕も勉強させていただい

てるんですけど、ほんとのそのものの人だったんで、ちょっとびっくり、腰抜かしまし

たね。 

 

柳田：なるほどですね。 

 

石﨑：それで資本主義の最高峰のコンサルティングをされてらっしゃって、クライアン

トさんが、誰もが知るような突き抜けてる会社さんばっかり。その人たちが次のアイデ

ア、次のゾーンとして、Xさんの脳に対して、脳力に対してすごく興味を持ってらっし

ゃるということなので、これはそういう時代が来たんだなと、ワクワクしましたよね。 

 

柳田：なるほどですね。それがこの Xさんの持つ非局在脳力っていうのを、これをご

覧になってる皆さんにも同調していただいて、獲得していただこうという。 

 

石﨑：そうですね。結局勉強とかそういうことで時間かけながら修行とか、そういうの

ではなくって、同調した方が早いわけですよね。よく音叉ってありますよね。キーンっ

て鳴らすと同じ周波数だとそれを拾って、こっちも鳴るじゃないですか。 

 

柳田：はい。 

 

石﨑：いかにそれをしていくか。誰の脳に合わせていくかっていうことが要は大事だし、
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早いなと思うし、より自由自在になる秘訣じゃないかなというふうに思うんですよね。

そういう脳になった方が早いと思いますね。 

 

柳田：はい。それを体験できるのが、今回の機会でありますので、ぜひ全国セミナー、

もちろんその先もご用意してますので、楽しみにしていただきたいと思うんですが。 

 

非局在脳これくらいにして、さらにそれによって新しく手に入る世界っていうのを、ち

ょっと石﨑さんからご紹介して…。 

 

石﨑：そうですね。これちょっと複雑な図を描いたんですけど、これは私が捉えてる世

界ですね。左側がよくある資本主義社会というかですね。一番最下層にいま、ちょっと

言い方あれですけど貧困層の方がいて、一般の人がいて。どんどんここ成功者っていう

のがいるわけですけれども。 

 

で、グリーンの線が書いてあると思うんですが、ここでちょっと空間の制約を受けてし

まうんですよね。だからすごい成功者だって言われててもここ抜けてかないと、実はあ

まりおもしろくない人生が展開されてくって、停まっちゃうんですね、そこで。スタッ

クしちゃうって、立ち往生しちゃうわけですね。 

 

右側の方が要は、どっちかっていうとスピリチュアル的な部分で書いてますけど、まず

ここは研究所が実は得意分野なんですけど、やっぱ体の階層、まず体の階層を満たさな

いといけませんよね。食欲とか性欲とかいろいろあって。その上が情ですね。感情の階

層があって。次、魂があったり。 

 

僕は次なんですけど、使命の階層っていうのもあると思うんです。で、霊の階層みたい

なのがあって、ただここはやっぱり抜けてないんですよ。霊の階層であっても、大野さ

んが詳しいと思いますけれど、抜け切れてないんですね。4次元界に閉じ込められてる

階層なんですね。 

 

で、脳の回転数これ真ん中のこの周波数みたいな、やっぱちょっと低速からすごい人た

ちでも準高速というレベルだと思う。 

 

柳田：なるほど。 

 

石﨑：ここで十分、ここの三角形の上の方の人たちは、凄いって言われてるわけですよ。 
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柳田：そうですよね。 

 

石﨑：資本主義社会でも大成功者だと。で、そういったスピリチュアル、意識の世界で

もすごい悟ったねとか言われてるんだけど、その上があるってことが分かりまして。 

 

柳田：なるほど。 

 

石﨑：これもう新成功者。自由自在層ですね。 

 

柳田：いいですね。 

 

石﨑：で、意識とかスピリチュアルの世界で言うと、神の状態です。創造意思を発揮で

きる、周波数が超高速で回ってる、Xさんの方も実はこういう回転してるんじゃないか

なっていうふうに、僕は思うんです。 

 

柳田：なるほど、分かりやすいですね。NLBと言ってる世界もこの上であり。 

 

石﨑：だから左側の文字見ていただいても、やはり 4次元とか資本主義に閉じ込められ

てると、自己実現で行ってたりですとか、線形であったり局在であったり、誰かと対立

しながら当社は勝つぞとか、自分はいい人生である。誰かを対象としないといけないけ

れども、抜けちゃうと自己超越ですよね。で、イソノミヤっていって無支配の世界に入

れたりですとか、非線形・非局在・無対立っていうんですね。 

 

柳田：なるほど、なるほど。 

 

石﨑：どっちが楽なのかってなった時に当然抜けきった方が、ビジネスで大成功してる

人も楽だし、意識の世界でいろいろ探求している人たちも、抜けた方が無限じゃないで

すか、そこで。これは僕の捉えてる世界なんですけど。 

 

柳田：これもう一度ちょっと見ていただきたい。非常に分かりやすいんですけども、こ

れが今回のメインテーマである資本主義を制し、資本主義を抜けるという、いわゆる制

しっていうのがピラミッドの頂点に行き、そして抜けるというのが上の。 

 

石﨑：上の自由自在の世界ですね。 

 

柳田：はい、だと思うんですが、これ Xさんと大野さんからも、ちょっと一言ずつい
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ただきたいなと思うんですが、どうでしょう。 

 

X氏：僕たぶん、人間が生きてる中では、結構いい線にいっちゃってるような感じで、

今の話を聞いてるともうちょっと行くと、もっと抜けるのかなっていう話で。でも大野

さんはその辺の抜けてる方たちも見てらっしゃるし、研究所の先生とかと僕お会いした

時に、僕の脳が開発されていっちゃうっていうか、同じ空間にいて会話するだけで、脳

が引っ張られるのを感じたんですよね。 

 

だからその時に一緒にいらっしゃって、僕いま脳の回転異常に速くなっちゃってるけど、

どうしたんですかって。僕感じますからねっていうふうに言ったので、同調していただ

いたのかなっていう感じもするんですけど、何かそういうのありますよね。 

 

大野：そうですね。ただ元々でもこれは Xさんが速いのでそれに気付けると言います

か、普通はなかなかそこで変わっていても気付けないというか。スピードが遅いとメッ

シュも粗いので、そこ変わってることに気付けないんですけども、Xさんの場合、そう

いった元々高速ですから、それがどう変わったかっていうのも、そのメッシュの細かさ

と繊細なスピードの部分で気付かれたと思いますし、実際正におっしゃるようになるん

ですよね。 

 

X氏：文字書けないの僕。いや書いてるのが遅すぎちゃって。だから思考が先行っちゃ

うから、文字書くとかパソコン打つのがもう超面倒くさいっていうか。 

 

柳田：なるほど。 

 

X氏：あと一般的に人間がやる作業自体が、もうまどろっこしくて、まどろっこしくて

しょうがなくて、誰とも一緒に生活できないって言ったらおかしいことになるんですけ

ど、何をこう面倒くさいことが起きてるんだろうみたいなですね。いい所、その超高速

のネット環境とか、そういうのは付いてるのかもしんないだけどみたいな。 

 

ちょっと変な、あんまりこれ言ったことないんですけど、すっごいまどろっこしさ感じ

てますもん。 

 

柳田：なるほどですね。 

 

X氏：で、見たらおもしろいと思うね。 
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柳田：いやいや、もう。 

 

X氏：あと僕ちょっと思ったけど、ほんとにセミナーの時に、たぶん僕と同じような回

転数の人間を 1人か 2人連れてきて、僕らがどういう会話をしてるかっていうのを見た

ら、その会話に引っ張られるはずだけどね。 

 

柳田：なるほど、なるほど。 

 

X氏：頭のいい人間同志ってか回転の速い人間同志って、お互いを測るんですよ。最初

1mで喋って付いてくると、3mなるんですよね。 

 

柳田：なるほど、なるほど。 

 

X氏：次がいきなり 20mぐらいになって、100mになって 1㎞になって、10㎞みたい

な会話をカンカンカンカンってしてくるんですよ。これに振り切られていく人間がもう

全部振り切られていって、あるところを超えると楽しくてしょうがないっていうふうに、

みんなが脳の回転を楽しむような感じになるっていうんですか。 

 

例えばそのエネルギーとか光とか速さっていうのがいて、高い神が出てくると、その神

の光に耐えられない人が、吹き飛ばされていくんですよ。その吹き飛ばされていく中で、

例えば質の高い神様、ニコニコ笑ってたりするっていう感じだと僕は思うんだけど、あ

あいう感じね。 

 

周りはもう全く空間になっちゃうから、音がしない世界みたいな感じ。たぶん思考だけ

を楽しむっていうか、ちょっと気持ち悪い空間になるんですよ。そういうふうに僕は仕

事してたりとかするんです。すいません、どうですか？大野さん。 

 

柳田：すごいですね。 

 

大野：いやでも、ちょうど今おっしゃるのがあれですよね。東京から名古屋まで歩いて

いる人が仮にいたとしまして、新幹線でピューッて通り過ぎると、何だってことになり

ますよね。でも新幹線乗っている人は、楽しく駅弁食べながら会話して、通り過ぎてる

んですけども。 

 

要は歩いている人から見ると、信じらんないものがヒューッとこう出てきて。でも中に、

新幹線のいる人たちはほんとに楽しくやっているわけなんですが、これはどうしてもこ
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の歩いている人からみると、その新幹線の中の世界ってのは想像すらできないというか、

いうところあると思うんですよね。 

 

じゃあどうやって新幹線のその世界に入るかといえば、新幹線乗ればいいんですよね。 

 

X氏：そうですよね。 

 

大野：ええ。ただ乗れるってことも皆さん知っていないですし、もちろん乗り方とかい

ろいろあるにはあるんですが、でも実際乗れるんだってことが分かるだけで、探索する

世界が変わってくると思うんですよね。実際、その方法がここにあるっていうことでも

あるわけなんですけども。 

 

X氏：なんか僕の周りのエグい人たちは、もう一般社会と接しないですよ。 

 

僕は基本的にはものを教える立場なんで、超ゆっくりなところからゆっくりゆっくり人

を引っ張っていくことができるので。それは人の脳みそね。だからストレッチさせなが

ら、ストレッチさせながら、ストレッチさせながら、結構かなりの量を引っ張られるよ

うな感じがするんですよ。 

 

柳田：なるほど。 

 

X氏：だからセミナー来てもらって、そういうのを体験すると、何か脳いけるかもね。 

 

柳田：そうですね。 

 

X氏：いまちょっと話しててそんな感じがしてきたんで、恐らくこれはできると思いま

す。 

 

柳田：ますます楽しみになってきましたけれども。 

 

石﨑：そうですね。この後で回ってる金色の脳を手に入れましょうという話でもあるわ

けですけれども。 

 

柳田：ですね。はい。 

 

石﨑：もったいないですよね。有限の肉体、次元で有限な人生を使い切らずに、脳もめ
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いっぱいにフル活用せずに支配されながら終わってしまうっていうのは、ほんとに不幸

だなっていうふうに思いますよね。 

 

柳田：なるほどですね。ありがとうございます。 

 

ほんとにまだまだ語り足りないんですけれども、最後、大野さんの方からこちらのスラ

イドも含めて、「AI時代に言霊が果たす役割」ということで、最後いただきたいんです

けれども。 

 

大野：はい。またいきなりまた言霊って言葉が。ちょっと繋がりがちょっとあれかもし

れませんけども、先ほど、AI時代に生き残れる人はどういう人かというと、もちろん

この AIのスピードを超える人というか、非線形ということを言いましたけども、あと

もう 1つありますよって言ったわけですね。要はこの AIを超えるものという。 

 

それが何かというと、実は「意思」なんですね。つまり人工知能がどんなに発展したと

しても、人間が作った範囲における意思は出せるかもしれませんけども、本来の創造意

思っていう、本当の意思ですね。これは機械にはどうしても出せないんですね。やっぱ

人間しか出せないものがあって。 

 

ではその意思をどういうふうに出すかというと、その意思を構成する要素というのが、

この言霊であり言霊なんですね。と同時にこれは第 1回目のセッションでもお話ししま

したように、この言霊というものは、非線形の世界に元々あるものなんですね。 

 

ですからこの非線形という部分においても、この AIというものを超える力があります

し、またそこから意思というものを形成できるという意味においても、それを超える要

素があるわけです。 

 

ですから、これからそういった非線形・非局在、また言霊というものがカギを握ってく

るんではないかと、私ども研究所は考えてるわけですね。 

 

柳田：なるほど。もうね、これが融合した。ほんとにどこにも無い、史上初めてのセミ

ナーだと思うんですけど。 

 

石﨑：そうですね。他ではやれないものだと思いますね。 

 

柳田：はい。 
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石﨑：はい。 

 

柳田：いや～、Xさん、何か。 

 

X氏：別に。これ 1回目の内容とこれ 2回目の内容通じて見てもらうと、1回目の時僕、

資本主義社会って難しい社会じゃないって。単なる少しのお金をやっつければいいだけ

のっていうのと、ここと連携させてもらうと、そんなに大変ではないっていうか、分か

らないとか知らないとか気付いてないから、非常に難しく見えるだけで、僕も今にして

思ったら全部が分かったので、難しくないっていうふうに思ってるのでこれが言えるん

ですけど。 

 

だからなるべく解説するので、両方をやってもらえれば、資本主義社会突き抜けて、簡

単に抜けて、もっと楽しい所に行けるっていうのは、やり方とかが分かると思いますけ

どね。 

 

柳田：なるほど、なるほど。確かにこれ聞いてる方も非常に興味はあるけれども、自分

と別世界の話じゃないかっていうように感じられる方もいるかもしれませんけれど、そ

こは丁寧に解説しながら。 

 

X氏：ちゃんと繋がって経済のことと、仕事のこと、お金をどうするかっていうことと、

それを客観的に見れればいいわけですよね。もうちょっと高次元でそれを理解出来れば

よくて、それに対して何が一番近いかっていうと、脳の思考を、速度早くすること、広

くすること、とが同調するっていうのが分かると思うんですよね。 

 

柳田：なるほど。ありがとうございます。ということでぜひ皆さまも、同調しに来てい

ただきたいなと思いますね。 

 

石﨑：そうですね。 

 

柳田：こんな機会、ほんとにないと思うので。 

 

石﨑：そうですね。 

 

柳田：ということでセッション 2、お届けしてきましたけれども、セッション 3は、次

回予告ということなんですが、こちら。今回お伝えした NLB脳を獲得した企業であっ
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たり人であったり、そういう事例というのをまた、可能な範囲でお届けしたいなと思っ

ております。はい。 

 

そして最後もう一度お伝えしますけれども、この全国セミナーというのを行います。「資

本主義を制し、資本主義を抜ける方法」。今日の図でもありましたけど、これの基礎編

ということで東京・大阪で行いますので、ぜひ来ていただいて、Xさん、そして大野さ

ん、石﨑さんと同調していただきたいなと思いますね。 

 

最後石﨑さん、一言ありますか？ 

 

石﨑：はい。ほんとにこれは早く身に付けた方勝ちというか、ほんとに早い方がいいと

思いますね。 

 

本当は我々のグループ会社の若い経営者だと、30ぐらいでこういう勉強してるわけで

すよ。僕が気付いたのは 30後半ですからね。ズルいなと思いながら。 

 

柳田：どんどん早くなってきますね。 

 

石﨑：早いです。そういう脳を身に付けると、やっぱり資本主義的にいうと稼ぐ金額も、

普通の同級生なんかもうドーンと抜いちゃうわけですよね。だからその分、お金持った

から偉いってことじゃないんですけど、同時に非局在脳を手にいれてるんで、いろんな

所で俯瞰して見れるんで、すごくいい人生送るんじゃないかなと思います。 

 

まだ間に合いますし、別に何歳からこういう勉強してもいいわけですからね。ぜひピン

ときたら来ていただいた方がいいと思うんですよね。意外に心が反応してることは、実

は正確だと思うんですよね。計算して来る世界ではないので。 

 

柳田：そうですね。 

 

石﨑：そこだけちょっと考えていただけると、いいかなと思います。 

 

柳田：はい。ということで、全国セミナーでお待ちしております。 

 

ということでセッション 2お届けしました。皆さんありがとうございました。 

 

石﨑：ありがとうございました。 
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セッション 2を最後までお読みいただきありがとうございました。 

最後のセッション３もお楽しみいただければ幸いです。 
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